
「オネシモを送り返す」           2026 年 07月 23日 

それで、私は、あなたのなすべきことを、キリストにあって極めて率直に命じてもよい

のですが、むしろ愛のゆえにお願いします、年老いて、今はまたキリスト・イエスの囚人

となっている、この私パウロが、獄中で生んだ私の子オネシモのことで、あなたに頼みが

あるのです。彼は、かつてはあなたにとって役に立たない者でしたが、今は、あなたにも

私にも役立つ者となっています。そのオネシモをあなたのもとに送り返します。彼は私の

心そのものです。本当は、彼を私のもとにとどめて、福音のゆえに獄中にいる間、あなた

にではなく私に仕えてもらいたいと思ったのですが、あなたの承諾なしには何もしたくあ

りません。あなたの善い行いが強制されたものではなく、自発的なものであってほしいと

願うからです。彼がしばらくの間あなたから離れていたのは、恐らく、あなたが彼を永久

に取り戻すためであったのでしょう。もはや奴隷としてではなく、奴隷以上の者、愛する

兄弟としてです。オネシモは、とりわけ私にとってそうですが、あなたにとってはなおさ

らのこと、一人の人間としても、主を信じる者としても、愛する兄弟であるはずです。

（フィレモン 8 ～ 16） 

 

パウロは、フィレモンにキリストの名によって率直に命じてもよいのだが、むしろ愛に

ゆえにお願いすると言っている。パウロがフィレモンを信仰に導いたこと、彼を愛の人と

して認めている書き方である。パウロは「年老いて、今はまたキリスト・イエスの囚人に

なっている、この私パウロが」と書き、高齢になり、しかも監禁中の私からの頼みである

から、聞き入れて欲しいと語りかけている。あなたの奴隷だったオネシモは、パウロの監

禁中に、導かれてキリスト者になった。パウロは「私の子オネシモ」と言い、子のように

愛する彼のことで頼みがあると書いている。オネシモは、以前はあなたにとって役に立た

ない者であっただけでなく、主人の所から逃げ出した裏切り者である。どのようにして逃

げ出したかは分からない。しかし今は、キリスト者になり、あなたにも私にも役に立つ者

になった。オネシモはギリシア語で「有益な」という意味である。パウロは、オネシモを

キリスト者として、私にもあなたにとっても有益な者となったと言っている。パウロはオ

ネシモを「私の心そのものです」とも言って、彼への深い愛を表している。私の心である

オネシモをあなたの下に送り返す。私の下に引き留め、福音のゆえに監禁されている間、

あなたへの代わりに私に仕えてもらってもよいと思ったが、あなたの承諾なしには、そう

することはできない。あなたの意志を尊重するのは、あなたの周りのキリスト者に対する

あなたの善い行いは強いられたものではなく、どこまでも自発的になされたと思うからで

ある。あなたの周りの人々への自発的な愛を思うと、あなたの承諾なしに、私の下に留め

ることはできない。だから、オネシモをあなたの下に送り返すと言っている。オネシモが

あなたの下からしばらく引き離されていたのは、おそらく、これからはオネシモがあなた

の下に永久にいることになるためだったのであろう。その場合、オネシモはもはや奴隷と

してではなく、奴隷以上の者、つまり、同信の愛する兄弟となっている。私にとって、彼

は特にそうですが、あなたにとってはなおさらのこと、一人の人間としても、主イエスを

信じる者としても、愛する兄弟のはずである。オネシモをあなたの下に送り返すが、彼は、

私の下でキリスト者になり、私の子となり、役立つ者となった。パウロは、オネシモを愛

する兄弟として、受け入れてほしいと言葉を尽くして願っている。 


